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　平成24年度一般会計当初予算編成にあたっては、平成22年度に策定した『飯南町総合振興計画：後
期基本計画』を基に、「中国横断自動車道尾道松江線の三次・吉田掛合インター開通に対応した整備」
「ＴＰＰをはじめとする情勢変化に対応できる産業振興」「東日本大震災の状況を踏まえた住民生
活の安心・安全の確保」をまちづくりの重点事項と位置付けました。これによる予算要求総額は70億
6,595万円となりましたが、飯南町総合振興計画の施策体系ごとに分類すると�
次のようになります。�

平成24年度の当初予算要求は、各課ごとに配分額（一般財源基準）を設定して行いました。結果は以下のとおり
となっています。今後は、歳出の要求内容を精査するとともに、国の地方財政計画に基づく交付税等歳入額の
見直しを行い、3月定例議会へ予算案を提出します。

平成28年度までの歳入歳出の推移（表1）と実質公債費比率の推移（表2）は次のとおりです。

※配分対象要求額…平成23年度当初予算を基準に、経常的な経費と政策的な経費について配分しています。
※重点配分要求額…新規事業や継続事業において取り組みを拡大するものを対象としています。総額50,000千円で設定しましたが、設定を
　上回る263,706千円の要求がありました。
※配分対象外要求額…義務的経費（扶助費、公債費、人件費）が占めていますが、補助金及び繰出金の一部などもこの中に含まれています。

平成27年度以降は依存財源の多くを占める地方交付税が合併による特例期間が終了するため、平成32年度
まで段階的に減少していきます。歳入の減少に対応するため、歳出において経常的な経費削減を進めるなど、
予算規模を縮小していく必要があります。

実質公債費比率は平成26
年度に単年度で一時的に
上昇します。しかし、３カ
年平均で財政上の健全な
数値（18.0以下）を保つ財
政運営を行います。

里山の地域資源を活かした産業の創出�
（森林セラピー事業の推進、町産品PRによる飯南ブランド確立推進など）

274,733千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安全安心な食材提供と農林業の活性化�
（全国和牛能力共進会対策、中山間直接支払事業、鳥獣被害防止、農業基盤整備助成など）

282,452千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域に密着した商工業の活性化による雇用促進�
（割増商品券発行支援、※アンテナショップ企画立案など）

134,962千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域で進める生涯学習の推進�
（公民館運営、図書館運営、社会体育施設の維持管理など）

60,152千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域との連携による学校教育の充実�
（小中学校運営、学校給食、飯南高校支援、放課後等子育て支援など）

236,114千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

里山教育・里山文化の充実�
（文化財保護及び保存事業など）

1,480千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

拠点機能の強化�
（集会所の維持管理、ふるさと回想館の維持管理など）

7,404千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住民主体のまちづくりの推進�
（地域コミュニティ助成、住民提案型事業など）

8,966千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

協働で進める行財政運営�
（町広報誌の発行、行政改革の推進、町有財産管理、職員研修など）

83,591千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公債費� 1,457,044千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
議員、特別職、職員人件費等� 736,750千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・
災害復旧事業、選挙実施経費� 17,339千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
庁舎等施設管理費等� 389,087千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生きがい村構想の推進�
（各種健診、予防接種、国民健康保険事業、病院運営、在宅医療サービスなど）

557,804千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高齢者等にやさしい環境づくり�
（高齢者支援、障がい者支援、生活保護対策、社会福祉協議会運営補助など）

506,919千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子育てしやすい環境づくり�
（※保育所業務委託、子ども手当、子ども医療費助成など）

294,798千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

だれもが平等に暮らせる社会づくり�
（人権・同和教育、男女共同参画の推進など）

866千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定住の促進�
（※杉戸第二団地(仮称)建設、定住促進住宅建設、空き家改修、公営住宅管理など）

239,537千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

快適に暮らせる生活基盤づくり�
（町道整備、上下水道整備、町営バスの運行、ケーブルテレビ事業、国土調査事業など）

1,248,678千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安心して暮らせる防災・防犯対策の充実�
（消防団活動、防犯灯の維持管理、交通安全対策など）

77,527千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域の自然環境の保全�
（志津見ダム周辺整備、造林事業、ごみ・し尿処理事業など）

403,980千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地球環境への対応�
（太陽光発電・ウッドボイラー設置助成、※小水力発電導入促進モデル事業など）

45,767千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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節
分
に
あ
わ
せ
て
町
内
各
保
育
所

で
毎
年
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
赤
名
保
育
所
で
は
、鬼
を
追
い
払

お
う
と
意
気
込
ん
で
待
っ
て
い
た
子

ど
も
達
で
し
た
が
、い
ざ
鬼
が
現
れ

る
と
泣
き
叫
ん
で
逃
げ
回
る
子
ど
も

も
多
く
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
最
後
に
は
勇
敢
に
鬼
を

追
い
払
い
、続
い
て
福
の
神
が
登
場

す
る
と
、顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

　
国
道
54
号
を
通
行
す
る
人
に
飯

南
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、飯

南
高
校
１
年
生
が「
頓
原
」「
赤
来
高

原
」の
両
道
の
駅
で
雪
像
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
雪
の
降
り
し
き
る
中
、飯

南
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
〜
に
ゃ
ん
」の
巨
大
な
雪
像
を

は
じ
め
、様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

雪
だ
る
ま
な
ど
、道
行
く
人
々
が
思

わ
ず
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
作
品
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

第2回�

　
飯
南
町
の
冬
の
魅
力
を
発
信
し

よ
う
と
、琴
引
ス
キ
ー
場
を
会
場

に「
い
〜
に
ゃ
ん
雪
ま
つ
り
＆
超

そ
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
超
そ

り
大
会
で
は
、参
加
者
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
様
々
な
そ
り
で
タ
イ
ム

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
い
、ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、親
子
で
つ
く
る
雪
だ
る

ま
コ
ン
テ
ス
ト
や
ち
び
っ
こ
お
宝

探
し
、雪
上
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
あ

つ
あ
つ
お
で
ん
早
食
い
競
争
な
ど

が
行
わ
れ
、来
場
者
は
商
品
の
飯

南
町
特
産
品
を
手
に
入
れ
よ
う
と

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
は
、飯
南

町
の
お
い
し
い
食
べ
物
が
提
供
さ

れ
る
な
ど
、飯
南
町
の
冬
の
魅
力

を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

飯南町教育委員会委
員に、烏田勝信さん（上
来島）を任命しました。�
任期は平成24年２月
11日から４年間です。�

　
飯
南
町
暴
力
団
排
除
条
例
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、飯
南
町

と
雲
南
警
察
署
が
協
力
し
て
、町

か
ら
の
暴
力
団
排
除
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
が
行
う
契
約
な
ど
に
つ
い
て
、

相
手
方
の
暴
力
団
と
の
関
係
の
有

無
な
ど
を
町
が
照
会
し
た
場
合
、

警
察
署
が
事
実
確
認
し
た
上
で
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、暴
力
団
排

除
に
向
け
て
協
力
し
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
１
月
24
日
か
ら
１
月
30
日
の
全

国
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
、

１
月
27
日
に
町
内
の
小
中
学
校
の

給
食
で
飯
南
町
特
産
の
ヤ
マ
ト
イ

モ
を
使
っ
た
献
立
が
登
場
し
ま
し

た
。

　
志
々
小
学
校

で
は
岩
野
栄
養

教
諭
か
ら
学
校

給
食
週
間
に
つ

い
て
の
話
が
あ

っ
た
後
、ヤ
マ
ト

イ
モ
生
産
組
合

の
藤
川
組
合
長

と
事
務
局
の
（
産

業
振
興
課
）
奥
野
主
幹
か
ら
ヤ
マ
ト

イ
モ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
献
立
は
ヤ
マ
ト
イ
モ
を

す
っ
て
汁
の
中
に
入
れ
た
、の
っ

ぺ
い
汁
で
し
た
。と
て
も
好
評
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し

た
。ま
た
、藤
川
組
合
長
か
ら
は
ヤ

マ
ト
イ
モ
を
使
っ
た
手
作
り
ド
ー

ナ
ッ
ツ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　
町
で
は
今
後
も
地
元
の
野
菜
や

特
産
品
を
使
っ
た
学
校
給
食
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

　
飯
南
町
に
相
応
し
い
情

報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
及
び

情
報
基
盤
整
備
の
方
針
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
の
検

討
会
議
が
設
置
さ
れ
、２
月

８
日
に
第
１
回
目
の
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
い
、８
月
に
町
長
へ
報
告

書
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
中
国
横
断
自
動
車
道
尾

道
松
江
線
が
開
通
す
る
こ

と
に
伴
い
、現
在
国
道
54
号

を
経
由
し
て
い
る
高
速
バ

ス
路
線
が
、全
便
中
国
横
断

自
動
車
道
を
経
由
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
路
線
変
更
が
実
施

さ
れ
る
と
、通
院
・
通
学
や
通
常
の

生
活
に
支
障
を
来
す
状
況
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、現
在
高
速
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
中
国
ジ
ェ
ー
ア
ー

ル
バ
ス
株
式
会
社
、広
島
電
鉄
株

式
会
社
、一
畑
バ
ス
株
式
会
社
に
、

路
線
存
続
の
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
町
で
は
今
後
も
路
線
存
続
に
向

け
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
建
築
を

進
め
て
き
た「
飯
南
町
障

が
い
者
共
同
生
活
支
援

施
設（
愛
称
・・
ピ
ア
ハ
ウ
ス
あ

す
な
ろ
）
」
が
完
成
し
、
２

月
１
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、障
が
い
の
あ
る

方
が
、地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
場
所
の
確
保
を
目
的
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。木
造
平
屋
建
て
で

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
温

か
み
の
あ
る
建
物
と
な
っ
て
お
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
な
ど
、障
が

い
者
の
安
心
・
安

全
な
生
活
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　
入
所
定
員
は
６
名
で
、指
定
管

理
者
の「
株
式
会
社
あ
ゆ
み
」に
よ

り
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
町
は
今
後
も
、地
域
の
現
状
や

意
見
、要
望
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

障
が
い
者
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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２
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て

岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た「
第
67
回

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
」に
、島
根
県
代
表
と
し
て

飯
南
町
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
前
に
行
わ
れ
た
激
励
会
で

は
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に

出
場
す
る
飯
南
高
校
２
年
生
の
中

間
聖
弥
さ
ん
、宇
山
翔
さ
ん
、赤
来

中
学
校
３
年
生
の
福
間
壮
一
郎
さ

ん
が
役
場
赤
名
庁
舎
を
訪
れ
、大

会
に
向
け
て
の
決
意
表
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
王
国
飯
南
の
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

　
第
６
回
飯
南
町
ス
キ
ー
大
会
が

琴
引
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
安
部
　
香
花（
来
島
小
）

　
　
　
安
部
　
達
哉（
頓
原
小
）

　
　
　
熊
谷
　
瑠
璃（
頓
原
小
）

　
　
　
岡
本
　
　
悟（
頓
原
小
）

　
　
　
長
谷
川
　
里
央（
赤
名
小
）

　
　
　
景
山
　
瑛
太（
頓
原
小
）

　
　
　
高
田
　
真
理
子（
赤
来
中
）

　
　
　
福
間
　
竜
ノ
介（
赤
来
中
）

　
　
　
大
國
　
優
子（
出
雲
市
）

　
　
　
松
田
　
雅
博（
下
来
島
）

⑴  ⑵  

⑶  

⑷  

⑸  

概  要
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出
雲
地
方
は
よ
く
お
茶
を
飲
む

風
習
が
あ
り
ま
す
。10
時
と
３
時
に

は
必
ず
飲
ま
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。脱
水
を
防
ぐ
為
の
水
分
補

給
に
は
と
て
も
良
い
習
慣
で
、ま
た

１
日
の
生
活
の
中
で
ほ
っ
と
す
る

ひ
と
時
と
し
て
癒
し
の
効
果
も
大

き
い
で
す
。し
か
し
、お
茶
と
一
緒

に
食
べ
る
間
食
の
摂
り
方
に
よ
っ

て
は
食
事
の
時
間
を
乱
し
た
り
、摂

り
す
ぎ
る
と
肥
満
や
糖
尿
病
の
原

因
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　
摂
っ
て
よ
い
間
食
の
目
安
と
し

て
は
、１
日
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

程
度
で
す
。１
日
に
午
前
と
午
後
２

回
間
食
す
る
と
す
れ
ば
１
回
に
１

０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
が
目
安
で
す
。

果
物
や
乳
製
品
を
組
み
合
わ
せ
て

食
べ
る
と
、ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ

ム
、食
物
繊
維
が
摂
れ
て
良
い
で
し
ょ

う
。し
か
し
、果
物
も
摂
り
す
ぎ
る

と
糖
分
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
カ
ロ
リ
ー
の
目
安
と
し
て
、バ
ナ

ナ
半
分
、り
ん
ご
４
分
の
１
、み
か

ん
１
個
な
ど
が
約
40
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

で
、乳
製
品
で
は
牛
乳
が
コ
ッ
プ
１

杯
で
約
１
２
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

組
合
せ
の
例
と
し
て
、バ
ナ
ナ
半
分

と
牛
乳
を
コ
ッ
プ
半
分
や
、み
か
ん

１
個
と
低
糖
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
最
近
の
お
や
つ
の
包
装
に
は
、栄

養
成
分
の
カ
ロ
リ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
、

脂
質
、食
塩
相
当
量
な
ど
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。表
示
に
は
１
袋
や
１

個
、１
包
と
単
位
が
ま
ち
ま
ち
な
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。な
る
べ
く
低

カ
ロ
リ
ー
や
低
脂
肪
の
も
の
を
選

ば
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
さ
ん
の
お
や
つ
に
つ
い

て
は
食
事
で
摂
れ
な
い
栄
養
素
を

補
う
目
的
が
あ
り
ま
す
の
で
、単
に

甘
い
も
の
で
は
な
く
、カ
ル
シ
ウ
ム

や
ビ
タ
ミ
ン
、食
物
繊
維
な
ど
を
摂

る
よ
う
に
、果
物
や
乳
製
品
を
食
べ

さ
せ
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
28
日（
土
）に
広
島
県
三
次

市
で
、「
中
国
地
方
知
事
会
共
同
研

究
成
果
発
表
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、中
山
間
地
域

に
共
通
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、中
国
５
県
共
同
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。平
成
21
年
か
ら
３
年

間
は
５
つ
の
モ
デ
ル
地
区
で
、住

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
実
証
的
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
成
果
を
、各
県
モ

デ
ル
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動

紹
介
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
披
露
し
ま
し
た
。各
地

区
と
も
活
動
の
過
程
で
は
い
ろ
い

ろ
な
壁
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

成
果
発
表
で
の
皆
さ
ん
の
顔
は
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
自
信
と
誇
り
に

溢
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、モ
デ
ル
地
区
の
方
々
は

パ
ネ
ル
展
示
や
特
産
品
販
売
も
行
っ

て
、お
互
い
の
情
報
交
換
や
来
場

者
と
の
交
流
を
熱
心
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
来
場
者
に
も
、こ
の
５
地
区
の

取
り
組
み
が
参
考
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
し
、
こ
れ
に

よ
り
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
が
更
に
増
え

て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
来

年
度
か
ら
、
ま
た
新

た
な
課
題
を
取
り
上

げ
て
共
同
研
究
を
行

い
、
よ
り
一
層
中
山

間
地
域
が
元
気
に
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

1日
200
kcalま

で…

　
志
津
見
振
興
組
合
で
は
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、

冬
期
に
高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
を

支
援
す
る
た
め
除
雪
機
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
冬
期
間

に
お
け
る
地
域
内
の
除
雪
作
業
を

効
率
よ
く
行
え
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
よ
り
、さ
ら
な
る
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
及
び
生
活
環
境
の

改
善
が
期
待
で
き
、地
域
の
連
帯

感
が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。

　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助

成
を
行
い
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
自
治
区
単
位
で
該
当
す

る
事
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

企
画
財
政
課
企
画
担
当
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�

お
問
合
せ

企
画
財
政
課
企
画
担
当

　
　
　  

℡
７
６
・
２
８
６
４

　
４
月
か
ら
の
利
用
開
始
を
目

指
し
、志
都
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
に
新
し
い
ラ
ウ
ベ（
宿
泊

施
設
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ラ
ウ
ベ
は
薪
ス
ト
ー
ブ

が
完
備
さ
れ
て
お
り
、よ
り
充

実
し
た
田
舎
暮
ら
し
の
体
験
を

行
え
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
滞
在
型
市
民
農
園
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、交
流
活

動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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飯
南
町
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人

が
ス
キ
ー
の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
ナ
イ
タ
ー
照
明
に
照

ら
さ
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
を
颯
爽
と
滑

り
降
り
て
く
る
姿
は
、さ
す
が
飯
南

っ
子
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

一般幹部候補生及び技術幹部候補生�
平成24年２月１日（水）から同年４月27日（金）締切日必着
日本国籍を有し、平成25年４月１日現在、20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は大学卒）

　　　　　大学院修士学位取得者（見込含む）は28歳未満の者
第１次試験　・筆記試験  平成24年５月12日(土)　・操縦適性検査　平成24年５月13日(日)

予備自衛官補
平成24年１月11日（水）から４月４日（水）締切日必着

　 　18歳以上34歳未満の者（平成24年７月１日現在の年齢）
　 　18歳以上で、国家免許資格等を保有する技能に応じ、53歳から55歳未満の者
　　　　　　（平成24年７月１日現在の年齢）

・
　　 　平成24年４月13日(金)から同年４月16日(月)のうち指定される１日
　　 　陸上自衛隊出雲駐屯地（島根県出雲市）
・

　平成24年４月13日(金)から同年４月16日(月)のうち指定される１日
　　 　陸上自衛隊伊丹駐屯地（兵庫県伊丹市）又は、
　　　　　　　陸上自衛隊海田市駐屯地（広島県安芸郡海田町）

■   自衛隊島根地方協力本部出雲地域事務所
　　　　　　　  ℡０８５３・２１・０８３１
　　　　　　　  http:www.mod.go.jp/pco/shimane

平成24年4月2日です�

この表は、賃金・料金を支払う目安とする金額を掲げております。
作業料金は消費税込みの金額です。

※標準小作料制度は、平成21年12月15日から廃止されました。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
、下
水
道（
公
共
下
水
道
、合
併
浄
化
槽
、農
業
集
落
排

水
）使
用
料
金
の
納
付
に
つ
い
て
、つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

＊
下
水
道（
公
共
下
水
道
・
合
併
浄
化
槽
・
農
業
集
落
排
水
）使
用
料
金
の

　
納
付
月
の
変
更
に
伴
い
、平
成
24
年
４
月
分
は
、１
ヶ
月
分
を
納
付
い

　
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

＊
６
月
納
付
分
か
ら
は
、今
ま
で
と
同
様
に
２
ヶ
月
分
を
納
付
い
た
だ
く

　
こ
と
と
な
り
ま
す
。

＊
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
ど
お
り
奇
数
月
が
納
付
月
で
す
の
で
、

　
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■　
建
設
課
上
下
水
道
担
当
　
℡
７
２
・
１
９
０
０

●
水
道
料
金
納
付

■
下
水
道
料
金
納
付

　（
２
月
・
３
月
使
用
分
）

●
水
道
料
金
納
付

■
下
水
道
料
金
納
付

　（
４
月
・
５
月
使
用
分
）

●
水
道
料
金
納
付

■
下
水
道
料
金
納
付

　（
２
月
・
３
月
使
用
分
）

●
水
道
料
金
納
付

変
更
前�

変
更
後�

　
農
業
大
学
校
で
は
平
成
24
年

４
月
１
日
よ
り
学
校
名
及
び
科

名
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

●　
　「
島
根
県
立
農
業
大
学
校
」

　
　

●　
　「
園
芸
畜
産
科
」

　
　

　
　「
森
林
管
理
科
」

　
　

■　
大
田
本
校

　
℡
０
８
５
４
・
８
５
・
７
０
１
１

　
林
業
科

　（
中
山
間
地
域
セ
ン
タ
ー
内
）

　
℡
７
６
・
２
１
０
０

２月22日は、行政書士制度への理解と普及をはかる
ため「行政書士記念日」と定められています。
この制度を理解いただき、次のような用務は、最寄り
の行政書士にご相談下さい。

島根県行政書士会雲南支部

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年4月1日
から平成21年3月31日までの間に、公務扶助料、遺族
年金等を受けていた方が亡くなるなどしたために、
平成21年4月1日において、公務扶助料、遺族年金等を
受ける方がいない場合に特別弔慰金が支給されます。
　対象となるご遺族の方でまだ請求されていない方は、
下記請求窓口へ問い合わせの上請求してください。

住民課　℡７２・０３１１




